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（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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【 重要な会計方針 】 

１．資産の評価基準及び評価方法 
 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 
・原材料      総平均法  

２．引当金の計上基準 

貸倒引当金      債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に 
より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、 
回収不能見込額を計上しております。  

３．収益及び費用の計上基準 

    ファイナンス･リース取引に係る収益の計上基準 
           リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法を採用しております。 

 

【 収益認識に関する注記 】 
 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「【重要な会計方針】３ 収益

及び費用の計上基準」に記載のとおりです。  

【 貸借対照表に関する注記 】 

有形固定資産の減価償却累計額 

76,600 千円 

【 当期純損益金額 】 

       当期純利益               10,670 千円 


